
はじめに 

 

教育史編纂に関わる事業としては、これまで昭和 44 年に昭和 20 年から昭和 43 年 

までを対象とした『戦後横須賀教育史』が刊行された経緯がございます。今回編纂した

本『『横須賀市教育史＜昭和後期～平成＞』は、『戦後横須賀教育史』の続編として、昭和

43 年から平成 31 年（令和元年）までのおよそ 50 年間にわたり、学習指導要領の変遷

に沿って教育の在り方の変化を検証し、計画的に編纂したものです。 

本市が歩んできた教育の姿を整理・記録することは、今後の教育の在り方を考える 

うえで欠かせません。本教育史は、時代ごとに社会の変化に伴い教育の在り方が目まぐ

るしく変化していく様子を、臨場感のある資料とともに具体的にまとめています。今な

お色あせることのない過去の教育実践の記録からは、その時々の教育課題に真摯に向き

合い、試行錯誤を重ねてきた先人たちの思いを汲み取ることができます。そして、この  

過去から築かれた豊かな教育の土壌は、間違いなく現在の横須賀の教育の礎となって 

います。  

 「今考えなければならないことは何か」という記述が本教育史の中にありますが、  

この「今」とは当時の「今」であると同時に、現在私たちが直面している「今」でも    

あります。本教育史からは、特に教育に携わる読者に対して多くの問いかけがなされて

います。そして、どの時代においても変わらぬ、未来を創造する人を育む希望に満ちた

教育の営みに強く共感せざるを得ません。 

本教育史が現在に至る横須賀の教育の変遷を辿る貴重な資料として、また未来につな

ぐ本市教育の在り方を模索するうえでの参考となれば幸いです。 

本教育史編纂にあたり、編纂委員の皆様には長きにわたり資料の収集や執筆、編集作

業に尽力いただきました。また市内外の貴重な資料提供にご協力いただいた学校をはじ

めとした関係諸機関の皆様に、心より感謝申し上げます。 
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